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世界を変える行動人 

2024年までのロータリーの行動

計画は、「より大きなインパクト

をもたらす」、「参加者の基盤

を広げる」、「参加者の積極的

なかかわりを促す」、「適応力

を高める」ことです。 

 表紙写真の提供は 

  「有田みかん街道」 有田ＲＣ 



国際ロータリー会長 

 シェカール・メータ 



ガバナー メッセージ 

2021-22年度 国際ロータリー第2640地区 

ガバナー 豊岡 敬 

 新型コロナウィルスのワクチン接種が進んでいる効果なの

か、新規感染者の発生件数が減少をしており、大阪府下に出さ

れておりました緊急事態宣言も10月には解除となりました。こ

のまま終息することを期待しており、ロータリー活動が平時に

戻ることを願っております。ところで、10月22日（金）の日本経

済新聞をお読みになりましたか？ 

 日本のロータリークラブ設立100年の全面広告が掲載されて

おります。国際ロータリー理事の辰野克彦氏が、100年を迎える

節目でのロータリーの取組について語られております。また、第50回ロータリー研

究会記念講演「ポストコロナの生命哲学」の紹介があり、シェカール・メータRI会長と

辰野克彦RI理事のご挨拶の後、青山学院大学の福岡伸一教授のご講演が予定され

ております。内容については、「自分の免疫力こそが最高のワクチン！私たちは人

類とコロナの動的平衡の世界を迎える」となっています。この模様は、12月8日（水）

15:00から16:30でオンライン配信をされます。ぜひ、https://ri-seminar.com にてご

視聴下さい。 

https://ri-seminar.com


ロータリー財団は、皆さまからの

ご寄付を世界各地での奉仕活

動に役立てています。 
 

 100年以上も前に創立されて以来、ロータ

リー財団は、教育の支援や持続可能な成果

を生み出すプロジェクトに総額40億ドル以上

の資金を提供してきました。 

 一つひとつのご寄付により、基金の活用

によって世界中の地域社会を少しずつ変え

ていくことができます。 
 

ロータリー財団の使命 

 ロータリー財団の使命は、ロータリアンが、

人びとの健康状態を改善し、質の高い教育

を提供し、環境保全に取り組み、貧困をなく

すことを通じて、世界理解、親善、平和を構

築できるよう支援することです。 
 

ご寄付が世界にもたらす影響 

●わずか60セントで、1人の子どもをポリオか

ら守ることができます 

●50ドルで、水を介する疾病から人びとを守

るために安全な水を提供することができ

ます 

●500ドルで、いじめ撲滅キャンペーンを立ち

上げ、子どもたちに安全な環境をつくるこ

とができます 

ロータリー財団の歴史 

 1917年、当時のロータリー会長アーチ・クラ

ンフが、「世界でよいことをするための」基

金の設置を提案。このビジョン、そして26ドル

50セントの最初の寄付が、全世界で多くの人

の人生を変える財団へと発展しました。 

 

グローバル補助金         (単位:百万ドル) 

* 新しい環境分野におけるプロジェクトの補助金申請は、2021年7か
ら受付を開始 



ロータリー財団月間に因んで 

ロータリー財団の使命は「ロータリアンが、健康状態を改善し、教育

への支援を高め、貧困を救済することを通じて、世界理解、親善、平和

を達成できるようにすること」です。 
 

〇 ロータリー財団の標語「世界でよいことをすること」です。 
 

〇 ロータリー財団の正式名称「国際ロータリーのロータリー財団」です。 
 

ロータリー財団月間とは、１９６４－６５年度RI理事会と管理委員会は、毎年

１１月１５日を含む１週間をロータリー財団週間とすることに定めた。 

 その後１９８３～８４年度に、１１月をロータリー財団月間と定めた。 

財団の奨学金事業及び人道的諸事業についての知識と理解を深め、財団の推進に役立つプログ

ラムを実施する月間である。 

 RI理事会指定の１０の月間の１つ。（用語便覧２００８） 
 

「環境の保全」が新しい分野に 

ロータリー財団管理委員会と国際ロータリー理事会は、「環境の保全」という新しい重点分野を追

加しました。 

グローバル補助金について、少し触れさせて頂きます。過

去５年間、財団のグローバル補助金では、１８００万ドル以上

が環境に関連したプロジェクトに充てられてきました。環境

を支援する別個の重点分野を設立することで、ロータリア

ンが世界中の地域社会で好ましい変化をもたらし、より大き

なインパクトを生み出す一助となります。 

環境の保全は、ロータリーの７つ目の重点分野となり、グ

ローバル補助金によって実施される奉仕活動のカテゴリーとなります。そのほかのカテゴリーは、平

和構築と紛争予防、疾病予防と治療、水と衛生、母子の健康、基本的教育と識字率向上、地域社会の

経済発展です。 

当地区におけるグローバル補助金（奨学生）事業は、２件です。これは前年度に承認を受け、今年度

実行（留学）しています。現在グローバル補助金（奨学生）申請は、１件受付しており、他に申請（奨学

生）検討中の案件が３件あります。締切日は、１１月末日としています。また、一般のグローバル補助金

事業申請受付は、随時行っています。 

参考のため今年度の地区補助金申請は、２１件でRI財団より全て承認を受け１０月１４日申請クラブに

補助金を送金しました。 

 

地区ロータリー財団委員長 中野 均 



【ガバナー公式訪問】  

10月6日 

新宮 ロータリークラブ 

会長 床浦 勝昭 

幹事 永野 大伸 

 

 

 
 

10月8日 

高野山ロータリークラブ 

会長 和田 友伸 

幹事 酒井 憲照 

 

 

 

 

10月13日 

田辺東ロータリークラブ 

会長 佐田 一三  

幹事 玉置 佳範  

 

 

 

10月13日 

和歌山東南ロータリークラブ 

会長 中曽 真二郎 

幹事 山田 さち子 

 



【ガバナー公式訪問】  

10月14日 

河内長野高野街道ロータリークラブ 

会長 吉村 常妙 

幹事 木地 茂典 

 

 

 

10月18日 

和歌山北ロータリークラブ 

会長 東山  充 

幹事 青木 保誠 

 

 

 

 

10月19日 

有田南ロータリークラブ 

会長 田井 伸幸 

幹事 杣野 としゑ 

 

 

 
 

10月20日 

河内長野東 ロータリークラブ 

会長 城地汪洋子 

幹事 河合真吾 

 

 



【ガバナー公式訪問】  

10月21日 

堺ロータリークラブ 

会長 佐野 記久子 

幹事 林  豊之 

 

 

 

 

10月22日 

御坊ロータリークラブ 

会長 高辻 幹雄 

幹事 五味  牧 

 

 

 

10月26日 

堺東ロータリークラブ 

会長 奥野 眞一 

幹事 江原 尚志  

 

 

 
 

10月27日 

松原中 ロータリークラブ 

会長 前田 貴彦 

幹事 道勇 泰孝 



【ガバナー公式訪問】  

10月28日 

岩出ロータリークラブ 

会長 戸口 茂幸 

幹事 中村  寛 
 

 

 

 

10月29日 

堺北ロータリークラブ 

会長  中川  澄 

幹事 綿谷 伸一 

 

 

 

10月３０日 

ＫＵＭＡＴＯＲＩ向日葵ロータリークラブ 

会長 番匠 博 

幹事 中楠 真一 

ガバナー  豊岡 敬 



【ＲＩニュース】 

 9月25日、ジェニファー・ジョーンズ国際ロータリー会長エレクト

がパリ（フランス）でのGlobal Citizen Liveのステージに登場し、

次年度にロータリーが持続可能なプロジェクトのために9,700万

ドルの補助金を提供することを約束しました。 

 24時間にわたって6大陸から中継されたGlobal Citizen Live

は、世界の人びとをつなげ、地球の保護、新型コロナ流行の終

息、貧困撲滅、すべての子どもへの教育、すべての人への公平さ

と正義のために行動を呼びかけることを目的としたイベントで

す。世界の有名アーチストや著名人、活動家、政府のリーダーが

各地（パリ、ラゴス、ロンドン、ロサンゼルス、ニューヨーク、リオデ

ジャネイロ、ソウル、シドニー）から参加し、世界的な問題への認識

向上と支援の呼びかけを行いました。 

 ジョーンズ会長エレクトがロータリーからのコミットメントを発表したパリでは、エッフェル塔近く

のシャン・ド・マルス公園に数千人が集まり、エルトン・ジョン、エド・シーラン、ブラック・アイド・ピーズ、ク

リスティーヌ・アンド・クイーンズ、ドージャ・キャット、アンジェリーク・キジョーといったアーチストたちの

パフォーマンスに魅了されました。支援を約束したそのほかのリーダーには、ウルズラ・フォン・デア・

ライエン欧州委員会委員長、エマニュエル・マクロン仏大統領、アンヌ・イダルゴ パリ市長などがい

ます。パリのメインステージに上がったジョーンズ氏は、次のように述べました。「毎日、何百万とい

う女児が安全な水を汲むために数マイルも歩き、何百万という男児が学校ではなく路上をさま

よっています。毎日、親たちは子どもを養うための糧がなく苦労しています。そして毎日、ロータ

リーのメンバーとGlobal Citizenは、変化を生むために行動できると信じています」 「今年、私たち

は全世界の女児のエンパワメントに取り組み、若い女性たちに明るい未来への扉を開くことに力を

注いでいます」とジョーンズ氏。「ロータリーは今日、2022年に会員が主導する持続可能なプロジェ

クトへの補助金9,700万ドルの提供を約束し、全世界の貧困撲滅と地球の保護を支援することへの

コミットメントを示します」 

 スピーチの最後に会長エレクトはこう述べました。「私たちは、目的をもつ行動人としてGlobal 

Citizenと共に立ち上がります」 ロータリーは10年以上にわたり、世界からポリオを根絶する取り

組みを中心としてGlobal Citizenと協力してきました。2012年にニューヨーク市で開催されたGlobal 

Citizenイベントでは、ジョン・ヒューコ事務総長とロータリー親善大使である女優アーチー・パンジャ

ビさんが、ポリオ根絶への7,500万ドルのコミットメントを発表。その後も、ロータリー国際大会、イギ

リス連邦首脳会議、ポリオ根絶支援イベント、ポリオ根絶への資金提供の発表などで協力していま

す。今回のイベントと関連して、合計で11億ドルのコミットメント、1億5,700万本の植樹、6,000万回分

の新型コロナワクチンの発展途上国への寄贈が発表されました。 

2021年10月8日 

ジョーンズRI会長エレクトが持続可能なプロジェクトへの

ロータリー補助金9,700万ドルを約束 

有名アーチストが勢ぞろいしたグローバルイベントで

世界的な問題への行動を呼びかける 



 10月24日にオンラインで行われた2021年世界
ポリオデー特別プログラムでは、ロータリーの目
標である「ポリオをなくす」ことが手の届くとこ
ろまで来ていると、世界保健分野の専門家が述
べました。「Delivering on our promise of a po-
lio-free world」（ポリオのない世界という約束を
果たす）と題された30分間のプログラムでは、ポ
リオ根絶活動の進捗状況と今後の課題について
の情報が提供されました。 

 2021年の現在までに報告された野生型ポリオ
の発症例は世界全体で2件のみで、ポリオ常在国
であるアフガニスタンとパキスタンでそれぞれ1
件の感染が報告されています。これは今までで
最も少ない数です。 

 質疑応答では、世界保健機関（WHO）東地中海
地域担当ディレクターのハミド・ジャファリ博士が、
成果を裏付ける要因を挙げました。それらは、新
型コロナウイルスによる中断期を経て、ポリオの
大規模な予防接種キャンペーンが再開されたこ
と、過去に発生した野生型ポリオによる自然免
疫、新型コロナウイルスによる旅行や人口移動の
制限などです。 

 2つの常在国で同時にこのような減少が見ら
れるのは前例のないことだと、ジャファリ氏は述
べています。 

 ジャファリ氏は、発症数の減少は医療従事者に
とって好機であるとしながらも、夏はポリオウイ
ルスに感染する確率が高い季節であり、ポリオが
再燃する可能性があると警告しています。ジャ
ファリ氏は、質疑応答の司会を担った「TIME」誌編
集長、ジェフリー・クルーガー氏に対し、だからこ
そ今、この機会を有効に活用すべきだと強調しま
した。 

 また、ジャファリ氏は、アフガニスタンにおける
政治的変化や治安の問題についても言及し、ア
フガニスタンのポリオプログラムは、不確実性の

中で活動を適応させることに慣れていると説明
しました。「現在は、大規模な予防接種キャンペー
ンを実施するために、アフガニスタンのすべての
地域にアクセスできるような機会も訪れている」
と述べました。 

 WHOとUNICEF（国連児童基金）の発表によると、
アフガニスタンでは11月初旬に全国的な戸別訪
問によるポリオワクチン接種が再開される予定で
す。これにより、過去3年間ワクチン接種が禁止さ
れていた地域の子どもたちにも接種が可能にな
ります。 

 アフガニスタンの状況が変化する中、パート
ナー団体がポリオ根絶プログラムの中立性と公
平さを維持することが最も重要だとジャファリ氏
は話します。「いつものように、私たちはすべての
関係者と協力していきます」 

 アフガニスタンのポリオプラス委員長であるモ
ハマド・イシャク・ニアズマンド氏は、パキスタンの
ポリオプラス委員長であるアジズ・メモン氏との
ビデオ演説で、ジャファリ氏の言葉を繰り返しまし
た。 

 二アズマンドさんは次のように話します。「アフ
ガニスタンでは、変化の中にあっても、ポリオ根
絶が最優先事項であることを確認するため、
ロータリーとパートナー団体があらゆる関係者と
協力しています。子どもたちが命を救うポリオワ
クチンやその他の小児向けワクチンを確実に入
手できるよう、作業が進められています」 

 ロータリー財団管理委員でもあるメモン氏は、
ロータリーは政府、地域社会、宗教のリーダーと
の信頼関係を築いていると話します。「ポリオ予
防接種と並行して幅広い医療サービスを子ども
や家族に提供することで、より良い医療を実現
し、ワクチンの受け入れ態勢を整えることができ
る」と語ります。 

【次ページへ」 



未来への戦略 

 今年、世界ポ
リオ根絶推進
活動（GPEI）は、
循環型ワクチ
ン由来ポリオウイルスへの対処を含め、すべての
ポリオウイルスを根絶するための5年間（2022～
2026年）の新戦略を発表しました。ロータリーと
GPEIのパートナー団体は、ポリオ根絶に向けて残
された障壁を特定し、目標達成のためのアプロー
チを策定しました。この計画は、革新的な方法や
ツールを用いながら、実施とアカウンタビリティ
に重点を置くことで、ポリオのない世界を達成、
維持することを目的としています。 

 

2つの国で同時にこのような減少が見ら
れるのは、本当に前例のないこと 
 

ハミド・ジャファリ博士 

ＷＨＯ東地中海地域担当ディレクター 

 強調すべきは、ポリオ発生時における対応時間
の短縮、ワクチン需要の拡大、医療やワクチンへ
のアクセス向上、政府による予防接種プログラム
管理への移行、意思決定とアカウンタビリティの
向上です。 

 「ポリオが最も流行している地域は、基本的な
医療や福祉の欠如に直面している地域でもあ
る」とジャファリ氏。ジャファリ氏は、「ポリオプログ
ラムが（単一の）予防接種というより、統合された
アプローチであるとみなされるよう、ほかの基本
的な医療や福祉との連携を強化、統合する」こと
が目標だと述べました。 

 また、一部の地域では、予防接種キャンペーン
の実施方法に問題があったり、ワクチン接種への
ためらいがあることで、未だに子どもたちにワク
チンを接種できないことがあります。ジャファリ氏
は次のように述べます。「この新しい戦略は、新し
いアプローチ、新しい戦略で地域社会を巻き込
み、新しい協力関係を築くことを目的としていま
す」 

 世界ポリオデー特別プログラムでは、世界保
健の専門家が、新戦略の一つとして、循環型ワク
チン由来ポリオウイルスである cVDPV2 に対処
するための新型ワクチンの配布を拡大すること
を取り上げました。この新型経口ポリオワクチン2

型（nOPV2）は、子どもたちをポリオから守る一方
で、遺伝的に安定しており、ウイルスが力を回復し
てワクチン由来ポリオを引き起こす可能性が低
いものです。既にベナン、チャド、リベリア、ニ
ジェール、ナイジェリア、コンゴ共和国、シエラレオ
ネなど、アフリカの複数国で導入されています。 

 この新型経口ポリオワクチンは、「最も困難な
課題を克服するためのポリオプログラムの革新
性を示す例」だと、WHOポリオ担当ディレクターの
シニアアドバイザーであるシモナ・ジプルスキー
氏は述べています。「世界中のパートナー、科学
者、リーダーたちによってnOPV2が開発されまし
た。これこそ、ポリオを永久に葬るためのコラボ
レーションです」 

 今年のプログラムでは、アフガニスタンとパキ
スタンのポリオワーカーの力強い映像が紹介さ
れたほか、ロータリー会員が日本を含む各地での
プロジェクトやイベントを紹介し、ポリオ根絶活動
への認識を高めました。 

2021年10月25日  

ポリオ根絶活動への支援
をお願いいたします 



【地区活動報告】 

世界ポリオデーに向けて、ロータリー財団委員会開催  

 １０月２４日「世界ポリオデー」

に伴う、ポリオ根絶に向け広

報、募金活動について協議を

行いました。 

 財団委員会、ポリオプラス小

委員会では、準備期間が短い

ため来年３月の地区大会にて

実施検討することとしました。 

地区ロータリー財団委員長 中野 均 



ポリオ根絶に向けた募金・周知活動 

地区ローターアクト 地区副幹事 安阪 雄大 

 10月24日は世界ポリオデーです。私たち
ローターアクトは本年度、ポリオ根絶に向けた
募金、周知活動をJR和歌山駅前、南海和歌山
市駅前にて行いました。 

 当日は豊岡ガバナー、森本ガバナーエレク
ト、永野地区幹事にもご参加いただきました。 

 天候にも恵まれ、多くの方が募金に協力く
ださりました。また、ポリオ根絶のチラシを配
布し、ポリオについての周知を行いました。今
回の活動には入会してまだ間もないロー
ターアクターの参加もあり、地区の活動を体
験してもらえる良い機会になりました。私た
ちローターアクトの世代ではポリオの存在自
体を知らない人も増えており、今後はポリオ
に関する学習会などの開催も視野に入れ、活
動に磨きをかけていきたいと思います。 

 今回は急な実施にも関わらず、ご参加い
ただいた皆様には深く感謝を申し上げます。 

 集まった募金額は2か所で合計 39,078円 
でした。この募金額はガバナー事務所を通じ
まして、国際ロータリーに全額寄付いたしま
す。 

 全国的に緊急事態宣言が解除され、少しずつ日常に戻りはじめているのではないでしょう
か。引き続き、ローターアクトは新しい日常に沿った活動を実施、計画してまいりますので、こ
れからもどうぞよろしくお願いいたします。 



クラブ米山委員長会議・カウンセラー研修会 

 地区米山記念奨学委員会
は、10月9日（土）に和歌山ＪＡ
ビルでクラブ米山委員長会
議・カウンセラー研修会を開き
ました。 

 ロータリー米山奨学事業の
歴史は、５０年以上前にさかの
ぼります。敗戦の復興が続く１
９５２年、日本のロータリーの基
礎を築いた米山梅吉氏の功績
を記念して、東京ロータリーク
ラブによって設立された「米山基金」が基になって設立されたのが「米山記念奨学金」です。 

 米山記念奨学金の創設の目的、日本が再び戦争の過ちを繰り返さない誓いと、世界に平
和日本の理解を促すことにありました。留学生が平和を求める日本人と出会い、お互いに信
頼し合う関係を築き、「世界の架け橋」となること願い創設されました。 

 私たち２６４０地区でも広く会員の皆様に米山の理念を理解していただくために、9月に開
催を予定していましたが、新型インフルエンザ感染症による緊急事態宣言ののため、10月9日
に変更し2640地区米山委員長会議を開催いたしました。当日は前窪副ガバナー、村上米山
記念奨学会理事、中野パストガバナー、 森本エレクト、谷ガバナーノミニーも参加いただき
意見交換も開催し、米山月間に備える有意義な会議となりました。又、年度当初より開催がか
なわなかったカウンセラー研修会も開催されました。 

 尚、当地区の昨年の寄付実績は一人当たり普通寄付5,853円特別寄付9,159円計15,048円

地区米山記念奨学委員長 玉井 洋司 



【クラブ活動報告】 

 
創立60周年記念講演、河川敷の清掃活動 

富田林ロータリークラブ 

 

 富田林ロータリークラブ（会長 辰已 泰）は、10月9日、富田
林市すばるホールにおいて、創立60周年記念講演を開催しま
した。 

 第1部は「子どもたちは未来の設計者」～豊かな体験「原風
景」が未来をかえる～のテーマで、鈴木 利典氏(一関市教育
委員会ICT指導員)が講演。 

 また、第2部は「奇跡の復興米」復興とその後をテーマに富

田林市長の 村 善美氏が「東日本大震災の「その後」は長

く、今も続いている」と講演しました。会場には約300人が来
場しました。 

【次ページへ」 



 

石川の河川敷（金剛大橋周辺）の清掃活動 

 

 「豊岡敬ガバナーのホームクラブ、富田林ロータリークラブは緊急事態宣言中ではありましたが感

染防止対策をとり2021年9月26日(日) 午前10時30分～ガバナーをはじめ、会員、ローターアクト、

子どもを含む会員家族に参加を頂き富田林市内を流れる一級河川石川の河川敷（金剛大橋周辺）の

清掃活動を行いました。清掃活動の前に豊岡ガバナーより「地球環境保全プロジェクト」「ロータリー

奉仕デー」について趣旨説明を含めたアドレスを頂きました。当日は朝から小雨が降ったり止んだりの

お天気、その止み間に約1時間程度作業でしたが、富田林市役所より支給して頂きました45Lのゴミ袋

いっぱいに詰め込んで約15袋のゴミを回収致しました。」 



 

田辺3クラブ合同 「ロータリー奉仕デー」 

田辺ロータリークラブ 社会奉仕委員会委員長 田中 元章 

 

 第2820地区呼びかけの地球環境保全プロジェクトに賛同しロータ
リー奉仕デーの一環として、田辺市内の3クラブ（田辺・田辺東・田辺は
まゆう）で田辺市扇ヶ浜の清掃を行いました。他にも会員家族やサッ
カークラブの子供たち、田辺観光協会関係の方々と約150名内（ＲＣ50
名）の参加があり、おかげで浜辺は大変きれいになりました。 

地球環境保全のために大勢の人たちと一緒に活動する。このような活
動を通じて参加した一人一人が日々の生活の中でより環境保全に対す
る意識を持ち行動をしていくことに繋がることを願います。 

 
 

2021年10月16日（土曜日） 

 ＡＭ7：00より扇ヶ浜(田辺市)清掃 

「ロータリー奉仕デー」 

ＲＩ第2640地区第1分区 ガバナー補佐 植田英明 

田辺はまゆう・田辺東・田辺ロータリークラブ 

田辺観光協会、地元サッカークラブ子供達等 

参加人数約150名。内ロータリアン約50名。 

 

 



 

野外例会とロータリーデー 

 

河内長野高野街道ロータリークラブ 会長 吉村 常妙 

 

 河内長野高野街道ロータリークラブの野外例会として
農園で野菜を育て社会奉仕しています。 

 通称k.高野街道スマイルファームでクラブ会員同士の
親睦も兼ねてさつまいもや玉葱、白菜大根など栽培し、
その野菜は子供食堂などに季節の野菜を届け喜ばれて
います。 
 

 今秋は高野山大学の教育学科との産学連携の一環としてハロウィンカボチャとさつまいもを栽培
し収穫しました。また地元幼稚園児を招いてハロウィンのカボチャのカービングなどを行い共に楽し
い時間を過ごしました。 

 大学生と共にクラブ会員も汗をかきながら笑顔で収穫の喜びを共にし、更に地元園児やその保護
者が喜々としてカービングに取り組む姿を見て大変嬉しく思っています。 

 青空にも恵まれ、素晴らしいロータリーデーとすることが出来ました。 















 

 

 

 

 

  ガバナー月信の表紙写真をご提供ください。 

 第2640地域内でご自身が撮影された写真（著作物の利用を許可できる作品）を
ご提供ください。 

 風景など、地域の様子をご紹介していただける写真(データ）をお願いします。 

 なお、ご提供が多数ある場合は、編集会議で協議し、決めさせていただきますの
で、予め、ご了解ください。 何卒、ご協力をお願い申し上げます。 

国際ロータリー 

第2640地区 ガバナー事務所  

 

〒640-8331  

和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室  

TEL（073）426-2640  

FAX（073）426-2660 

e-mail : toyooka@rid2640g.com 

JR和歌山駅西口から徒歩7分  

阪和道、和歌山インターから約10分 


